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特別講演

特別講演1 11月17日(木)　11:30～12:30　第1会場（1F　大ホール）

|	 SL1	 |  臨床に役立つω3系脂肪酸と精神疾患の話題
	 司会：	寺尾　　岳	 大分大学医学部精神神経医学講座
	 演者：	松岡　　豊	 国立がん研究センター社会と健康研究センター健康支援研究部

特別講演2 11月18日(金)　13:40～14:40　第1会場（1F　大ホール）

|	 SL2	 |  生活習慣とメンタルヘルス：光と水と青魚
	 司会：	吉村　玲児	 産業医科大学医学部精神医学教室
	 演者：	寺尾　　岳	 大分大学医学部精神神経医学講座
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セミナー

臨床試験教育セミナー 11月16日(水)　13:00～15:00　第2会場（1F　小ホール）

	 オーガナイザー：	石郷岡　純	 CNS薬理研究所
	 司会：	石郷岡　純	 CNS薬理研究所
	 	大坪　天平	 JCHO東京新宿メディカルセンター精神科・心療内科

|	 CL-1	 |  臨床試験におけるモニタリングと監査について
前林　勝也	 日本医科大学付属病院放射線治療科

|	 CL-2	 |  大規模データベースを活用した精神疾患の臨床疫学研究
奥村　泰之	 一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構研究部

臨床精神神経薬理学セミナー 11月16日(水)　15:20～17:20　第4会場（3F　大会議室）

	 オーガナイザー：	内村　直尚	 久留米大学医学部神経精神医学講座
	 司会：	加藤　正樹	 関西医科大学精神神経科学教室
	 	岡田　　俊	 名古屋大学医学部附属病院親と子どもの心療科
	 開会の挨拶：	大谷　浩一	 一般社団法人日本臨床精神神経薬理学会理事長/山形大学医学部精神医学講座

    臨床精神神経薬理学専門医制度の概要
鈴木雄太郎	 専門医制度委員会副委員長/新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 CNS-1	 |  統合失調症に対する薬物療法
石郷岡　純	 CNS薬理研究所

|	 CNS-2	 |  てんかんの薬物療法
兼本　浩祐	 愛知医科大学精神神経科

|	 CNS-3	 |  せん妄に対する薬物療法
八田耕太郎	 順天堂大学医学部附属練馬病院

倫理研修セミナー 11月17日(木)　18:20～19:20　第3会場（2F　201＋202）

	 司会：	石井　啓義	 大分大学医学部精神神経医学講座

|	 ETS	 |  人を対象とする医学系研究に関する倫理指針改訂版を、この学会構成員はどのように遵守す
べきか：臨床精神神経薬理学研究に焦点をあてて
今井　浩光	 大分大学医学部医療倫理学講座
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シンポジウム

会長シンポジウム 11月17日(木)　15:10～16:40　第1会場（1F　大ホール）

こころとからだにやさしい薬物療法：自然界との共存をめざして

	 オーガナイザー：	寺尾　　岳	 大分大学医学部精神神経医学講座
	 司会：	寺尾　　岳	 大分大学医学部精神神経医学講座

|	 PS-1	 |  精神疾患と栄養の最近の動向ー５-Dにおける栄養とメンタルヘルスー
小澤　寛樹	 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科精神神経科学

|	 PS-2	 |  葉酸およびビタミンＤと抑うつ症状に関する職域疫学研究
溝上　哲也	 国立国際医療研究センター国際医療協力局グローバルヘルス政策研究センター疫学・予防研究科

|	 PS-3	 |  日本全国を対象とした、水道水に含まれる微量なリチウムと自殺率低下の関連性
石井　啓義	 大分大学医学部精神神経医学講座

シンポジウム1 11月17日(木)　9:30～11:00　第1会場（1F　大ホール）

広汎性発達障害における薬物療法

	 オーガナイザー：	近藤　　毅	 琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座
	 司会：	岸本　年史	 奈良県立医科大学精神医学講座
	 	近藤　　毅	 琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座

|	 S1-1	 |  ADHDとASDの併存症例に対する薬物療法
山室　和彦	 奈良県立医科大学精神医学講座

|	 S1-2	 |  自閉スペクトラム症の易刺激性と薬物療法
岡田　　俊	 名古屋大学医学部附属病院親と子どもの心療科

|	 S1-3	 |  ASDの強迫症状に対する治療戦略
中尾　智博	 九州大学大学院医学研究院精神病態医学

|	 S1-4	 |  成人ASDの抑うつに対する薬物および非薬物療法
中村　明文	 琉球大学医学部附属病院精神科神経科

シンポジウム2 11月17日(木)　9:30～11:00　第4会場（3F　大会議室）

認知症の睡眠覚醒障害の治療

	 オーガナイザー：	堀口　　淳	 島根大学医学部精神医学講座
	 司会：	堀口　　淳	 島根大学医学部精神医学講座

|	 S2-1	 |  精神科における薬物療法の実際
内海久美子	 砂川市立病院認知症疾患医療センター

|	 S2-2	 |  抗認知症薬による薬物療法～睡眠覚醒障害への影響や対策～
浦上　克哉	 鳥取大学医学部保健学科生体制御学講座

|	 S2-3	 |  認知症の睡眠障害に対する漢方薬の応用について
水上　勝義	 筑波大学大学院人間総合科学研究科

|	 S2-4	 |  認知症に対する非薬物療法の応用
宮崎総一郎	 中部大学生命健康科学研究所
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シンポジウム3 11月17日(木)　15:10～16:40　第4会場（3F　大会議室）

持効性注射製剤をいかに活用するか？

	 オーガナイザー：	石郷岡　純	 CNS薬理研究所	
	 司会：	石郷岡　純	 CNS薬理研究所
	 	藤井　康男	 地方独立行政法人山梨県立北病院

|	 S3-1	 |  持効性注射製剤のリスクについて
三澤　史斉	 地方独立行政法人山梨県立北病院

|	 S3-2	 |  病識に乏しい患者を治療に繋げるために －LEAP・GAINとLAI－
八重樫穂高	 地方独立行政法人山梨県立北病院

|	 S3-3	 |  持効性注射剤による維持治療を見据えた急性期治療～地方都市と離島の自治体病院での診療
経験より～
吉村　文太	 沖縄県立宮古病院精神科/岡山県精神科医療センター精神科

|	 S3-4	 |  ピアを活用した持効性注射製剤治療の展開について
肥田　裕久	 医療法人社団宙麦会ひだクリニック

シンポジウム4 11月17日(木)　16:50～18:20　第1会場（1F　大ホール）

双極性障害の新しい症状評価法

	 オーガナイザー：	井上　　猛	 東京医科大学精神医学分野/東京医科大学病院メンタルヘルス科
	 司会：	井上　　猛	 東京医科大学精神医学分野/東京医科大学病院メンタルヘルス科
	 	秦野　浩司	 大分大学医学部精神神経医学講座

|	 S4-1	 |  双極性気質と光の影響
河野健太郎	 大分大学医学部精神神経医学講座/別府医療センター精神科

|	 S4-2	 |  双極性障害における睡眠覚醒リズムと精神症状に関する検討
北市　雄士	 北海道大学大学院医学研究科精神医学分野

|	 S4-3	 |  概日リズム睡眠障害に着目した双極性障害の診断と予後予測
高江洲義和	 東京医科大学精神医学分野

|	 S4-4	 |  双極性障害における脳画像研究と臨床応用の可能性
里村　嘉弘	 東京大学大学院医学系研究科精神神経科

シンポジウム5 11月17日(木)　16:50～18:20　第4会場（3F　大会議室）

レギュラトリサイエンス・シンポジウム　「医薬品の承認後に得られる安全性情報について考える」

	 オーガナイザー：	稲垣　　中	 青山学院大学保健管理センター/同国際政治経済学部
	 	中林　哲夫	 独立行政法人医薬品医療機器総合機構健康被害救済部/新薬審査第三部
	 司会：	稲垣　　中	 青山学院大学保健管理センター/同国際政治経済学部
	 	中林　哲夫	 独立行政法人医薬品医療機器総合機構健康被害救済部/新薬審査第三部

|	 S5-1	 |  電子診療情報を医薬品の市販後安全対策に活用する取り組み
山田　香織	 独立行政法人医薬品医療機器総合機構医療情報活用推進室

|	 S5-2	 |  Real World Evidenceとしての製造販売後調査:ヤンセンファーマでの試みと課題
大西　　隆	 ヤンセンファーマ株式会社メディカルアフェアーズ

|	 S5-3	 |  使用成績調査の解析段階と公表プロセスにおける諸課題
原田　英治	 国立研究開発法人日本医療研究開発機構戦略推進部がん研究課

|	 S5-4	 |  抗精神病薬の製造販売後調査結果を真に臨床に生かすために
富田　　克	 久留米大学医学部神経精神医学
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シンポジウム6 11月18日(金)　10:30～12:00　第1会場（1F　大ホール）

精神科薬物療法と身体リスクを考える　―統合失調患者さんの健康と命を守るために― 
＜日本精神科病院協会との合同プロジェクト＞

	 オーガナイザー：	下田　和孝	 獨協医科大学精神神経医学講座
	 	森　　隆夫	 医療法人愛精会あいせい紀年病院/公益社団法人日本精神科病院協会
	 司会：	染矢　俊幸	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野
	 	古郡　規雄	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 S6-1	 |  抗精神病薬多剤併用大量療法が統合失調症患者の心電図に与える影響
鈴木雄太郎	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 S6-2	 |  日本における統合失調症の外来・入院患者間での身体リスクの差異
須貝　拓朗	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 S6-3	 |  統合失調症患者のメタボリック症候群予防に関する研究　～栄養指導介入の結果～
菅原　典夫	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センタートランスレーショナル・メディカルセンター

シンポジウム7 11月18日(金)　10:30～12:00　第4会場（3F　大会議室）

精神疾患薬物治療に関するEpigenetic Surrogate Markerの探索

	 オーガナイザー：	森信　　繁	 高知大学医学部神経精神科学講座
	 司会：	森信　　繁	 高知大学医学部神経精神科学講座
	 	上野　修一	 愛媛大学大学院医学系研究科精神神経科学講座

|	 S7-1	 |  治療抵抗性統合失調症におけるiPS細胞を用いたクロザピン反応性のDNAメチル化解析
沼田　周助	 徳島大学病院精神科神経科

|	 S7-2	 |  気分安定薬・抗精神病薬がエピゲノム状態に与える影響について
岩本　和也	 熊本大学大学院生命科学研究部分子脳科学分野

|	 S7-3	 |  うつ病における脳由来神経栄養因子(Brain-Derived Neurotrophic Factor：BDNF)の
DNAメチル化プロファイルの臨床応用―診断・治療上の位置付けと課題―
岡田　　怜	 賀茂精神医療センター/広島大学医学部精神神経医科学

シンポジウム8 11月18日(金)　14:50～16:20　第4会場（3F　大会議室）

老年期うつ病に対する抗うつ薬の適正使用

	 オーガナイザー：	古郡　規雄	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座
	 司会：	古郡　規雄	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座
	 	馬場　　元	 順天堂大学大学院医学研究科精神・行動科学/順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院

|	 S8-1	 |  老年期うつ病の臨床的特徴
馬場　　元	 順天堂大学大学院医学研究科精神・行動科学/順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院

|	 S8-2	 |  老年期うつ病に対する抗うつ薬治療：薬物相互作用の視点から
猿渡　淳二	 熊本大学大学院生命科学研究部薬物治療学分野

|	 S8-3	 |  老年期うつ病に対する抗うつ薬治療：心理教育から
冨田　　哲、古郡　規雄	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 S8-4	 |  高齢者のうつ病における薬物治療エビデンス
櫻井　　準	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室
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シンポジウム9 11月18日(金)　16:30～18:00　第1会場（1F　大ホール）

精神疾患の治療ゴール、薬物療法でいかにして達成、そして治療を終結するか

	 オーガナイザー：	渡邊衡一郎	 杏林大学医学部精神神経科学教室
	 司会：	渡邊衡一郎	 杏林大学医学部精神神経科学教室
	 	松永　寿人	 兵庫医科大学精神科神経科学講座

|	 S9-1	 |  うつ病治療のゴールはどこにあるのか？そして治療はいつまで続けるべきなのか？
渡邊衡一郎	 杏林大学医学部精神神経科学教室

|	 S9-2	 |  双極性障害の長期予後改善のために必要なこと
井上　　猛	 東京医科大学精神医学分野/東京医科大学病院メンタルヘルス科

|	 S9-3	 |  不安障害の治療ゴールと薬物療法の意義～認知行動療法との関係性を中心に～
松永　寿人	 兵庫医科大学精神科神経学講座

|	 S9-4	 |  不眠症の治療ゴールを見据えた薬物療法
内村　直尚	 久留米大学医学部神経精神医学講座

シンポジウム10 11月18日(金)　16:30～18:00　第4会場（3F　大会議室）

抗うつ薬治療最前線：若手エキスパートに聴く

	 オーガナイザー：	吉村　玲児	 産業医科大学医学部精神医学教室
	 司会：	吉村　玲児	 産業医科大学医学部精神医学教室
	 	加藤　正樹	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 S10-1	 |  抗うつ薬の使い分けと認知機能改善効果
堀　　　輝	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 S10-2	 |  うつ病薬物治療に関するメタアナリシス
松田　勇紀	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター第一精神診療部

|	 S10-3	 |  双極性うつ病の急性期治療と抗うつ薬の使用
秦野　浩司	 大分大学医学部精神神経医学講座

|	 S10-4	 |  ケタミンが改めて示すうつ病の高いHeterogeneity
富田　　克	 久留米大学医学部神経精神医学
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日本臨床精神神経薬理学会2016年
ポール・ヤンセン賞受賞講演・海外研修員 帰朝講演・学会奨励賞

ポール・ヤンセン賞受賞講演 11月18日(金)　14:50～15:50　第1会場（1F　大ホール）

	 司会：	大谷　浩一	 一般社団法人日本臨床精神神経薬理学会理事長/山形大学医学部精神医学講座

|	 PJ-1	 |  反応不良の統合失調症における抗精神病薬増量・維持の転帰比較:二重盲検無作為化比較試験
櫻井　　準	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室/井之頭病院

|	 PJ-2	 |  クロザピン誘発性無顆粒球症・顆粒球減少症に関する薬理ゲノム学的研究
齋藤　竹生	 藤田保健衛生大学医学部精神神経科学

海外研修員 帰朝講演 11月18日(金)　14:50～15:50　第1会場（1F　大ホール）

	 司会：	大谷　浩一	 一般社団法人日本臨床精神神経薬理学会理事長/山形大学医学部精神医学講座

|	 OT-1	 |  海外帰朝報告
嶽北　佳輝	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 OT-2	 |  リチウム様作用が期待される薬剤エブセレンの脳内神経化学物質への影響について7テスラ
MRスペクトロスコピーを用いて測定・評価する研究
橋本　　佐	 千葉大学大学院医学研究院精神医学

学会奨励賞 ※講演はありません

|	 EN-1	 |  統合失調症患者におけるドパミン過感受性精神病の治療抵抗化への影響－長期予後予測因子
の解析
山中　浩嗣	 千葉大学大学院医学研究院精神医学/千葉県精神科医療センター

|	 EN-2	 |  統合失調症の外来・入院患者間でのメタボリックシンドロームの有病率の差異 －全国モニ
タリング調査より－
須貝　拓朗	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 EN-3	 |  抗精神病薬服薬歴が統合失調症治療における抗精神病薬の有効性及び忍容性に与える影響
－D2受容体フルアンタゴニストとパーシャルアゴニストを比較して－
嶽北　佳輝	 関西医科大学精神神経科学教室


